
当ふれあいセンターは、国有林をフィールドとして北海道の多様な自然との共生に向けた自然再生活動に取り
組む NPO等の活動支援、森林環境教育等に携わる教育関係者の支援・技術指導等を行っています。

森林環境教育支援のお知らせ

釧路湿原森林環境保全ふれあいセンター
新年あけましておめでとうございます
本年も変わらぬお引き立てを賜りますよう宜しくお願いいたします。

当センターでは、平成 23年度も森林環境教育に係わる支援の取組を行います。
23年度、環境学習の取り入れをお考えいただく参考
になればと思い、支援の内容の一部を紹介いたします。
支援内容は、50分間程度を１単元として、２単元、
３単元の組み合わせで実施いたします。

※１単元の場合
森林の働きを、パネル又は
スライドにより学習します。 森林の働きは・・・

※２単元の場合 葉の形をデジカメに記録
１単元で学習したあと、校庭などの樹木を使用し
樹木の名前や特徴を学習します。

※３単元の場合
１・２単元に加え、屋外で校庭の樹木の太さや
高さを測り、炭素貯蔵量の算出方法を学習します。

この葉は何の木？

木の高さは・・・？ 紙の下に葉をおき、紙に擦りだして記憶 木の葉の観察

※その他
「花炭づくり」や「学校菜園での苗木栽培」などの体験学習
も用意しています。

クリやクルミが炭に・・ カミネッコンで苗木を育成 ミズナラ２歳のこどもです

23年度も是非、環境学習の取り入れをお考えいただき、当センターをご利用・ご活用下さい。
なお、経費等は一切かかりませんので、お気軽にふれあいセンターまでご相談下さい。

（電話 ０１５４－４４－０５３３ 担当：國井）
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⇒国際森林年のロゴマーク

・｢ Forests for Peopie （人々のための森林）」と いうテーマを伝えるもの。

・世界の森林の持続可能な経営、保全等における人間の中心的役割を称える。

・人々の居住環境や食料・水等の供給、生物多様性保全、気候変動緩和とい
った森林の多面的機能が人類の生存に欠かせないものであることを訴える
デザイン。

国際森林年は、国連のもとで行われる活動

２０１１国際森林年の実施
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